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…ここでは、地域の原風景としての水と共に、何より＜木＞という素材にこだわり、木の空間の追求を主題と

した。既成の寺院建築の形式にとらわれる必要はないが、積み重ねられてきた歴史には、敬意を払いたい。

私は、日本の伝統的木造建築の本質とは、＜組む＞ことにあると考えている。ひとつの建物をつくるために切

り出される夥しい数の木部材、それらが組み合わされ、継ぎ合わされることで、全体が構成されていく、その

構成が、極限まで研ぎ澄まされ、力強い構造美が実現されたのが、中世の、重源による東大寺南大門、浄土寺

浄土堂であろう。あの，部材ひとつひとつが、緊張感をもってひとつの架構を形づくる、木造建築の原点に立

ち返るような空間をつくりたい。これには、人びとが皆で集まり手を組み合い、ひとつの共同体を支え合う、

そんな姿を、本堂の架構に表すことができればという気持ちもあった。…( 中略 )…この建物は、木構造として

いること、屋根面が、その先端で緩い勾配の庇を形づくっていること以外は、伝統的な日本建築との接点はほ

とんどない。材料についても、すべての部材を集成材によっている。これは、日本建築の伝統の，その精神を、（組

む）ことで継承しつつも、具体的な技術としては、あくまで現代の工法に合った単純で合理的な構法を追求し

た結果である。
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１.序　　宗教建築は建築史の中で重要な位置を占め、
建築家はその設計において建築の歴史に関する解釈が求
められてきた。例えば、伊東忠太は築地本願寺の設計に
おいて、地域・宗教的枠組みを超えて様々な様式を折衷
させ、寺院建築の規範的な歴史観を相対化した１）。宗教
政策の転換がなされた戦後も、丹下健三が東京カテドラ
ルマリア大聖堂において、中世ヨーロッパ教会建築を引
用し、現代の社会・技術的状況下で、教会建築の歴史的
文脈に自作を位置付けることを試みた。このように、宗
教建築の設計論からは建築の歴史に関する事柄への解釈
を読み取ることができ、それらは歴史との関係から建築
作品を捉えるという点において、建築意匠上の重要な視
座を与えるものと考えられる。そこで本研究では、現代
日本の宗教建築の設計論2）の内容を比較検討すること
で、建築家の創作を通した歴史観の一端を明らかにする
ことを目的とする。
2.歴史観を構成する言及対象と着目内容
　資料とした設計論からは、例えば図１の no.118 のよ
うに「日本の伝統的木造建築」の木組みに着目している
ことが読み取れる。そこで、本章では建築家が設計に際
して参照した建築あるいは宗教に関する歴史的事物を言
及対象とし、また言及対象のどの側面に着目しているか
を着目内容として検討する。
2.1建築の歴史に関する言及対象の内容　　まず、資料
から抽出した言及対象の内容を整理した ( 図 2)。建築に

関する事柄については、特定の建築、不特定の建築の２
つに大別し、また宗教に関する事象は、宗教施設におい
て前提となる宗教的な概念に関する歴史観を構成する要
素の一つとして捉えた。その結果、不特定の建築が顕著
に多くみられ、なかでも、特定の時代、地域の宗教建築や、
建築の形式や類型などに言及するものが多くみられた。
2.2言及対象の着目内容　　次に、言及対象の着目内容
を検討した。対象の即物的な形状や装飾などの〈実体的
内容〉、構法や形式に関する〈構築的内容〉、対象での空
間体験に関する〈体験的内容〉、対象の性質や役割に関
する〈意味的内容〉の４つに分類した ( 図 3)。
3.言及対象の文脈と文脈の構造形式
3.1言及対象が語られる文脈　　本章では、言及対象が
位置付けられる文脈を検討する。図１の no.118 では、

「日本の伝統木造建築」の木組みの代表例として「東大
寺南大門、浄土寺浄土堂」を取り上げ、それらが寺院建
築の文脈ではなく、日本建築の歴史的枠組みのなかで参
照されていることが読み取れる。このような対象が位置
付けられている枠組みを、言及対象が語られる文脈とし
て抽出し、《教会建築》、《寺院建築》、また宗教建築以外
の《建築一般》に分類した（図 4）。
3.2文脈の構造形式　　次に、資料単位ごとに作品と文
脈の関係性を作品の文脈の構造形式とし、言及対象の数
と併せて検討した ( 図 5)。作品の宗教と同一の宗教的
文脈に言及対象が位置付く【文脈一致型】と、作品の宗
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図 1. 分析例



作品の宗教建築の種類と同一の
文脈内に一つ言及対象が位置付くもの

作品の宗教建築の種類と同一の
文脈内に複数言及対象が位置付くもの

作品の宗教建築の種類と異なるの文脈にも
言及対象が位置付くもの 31

２コ

３コ以上

建築
一般
のみ

＋ 建築一般

＋ 教会

＋ 建築一般

２コ

３コ以上

104 66

16

作品の宗教の種類

A 仏教
関係図

A キリスト教

文
脈
一
致
型

単
数

複
数

文
脈
の
構
造
形
式

言
及
対
象
の
数

文
脈
拡
大
型

47 31

42
34

16

76

47

実体的内容
A B C D

形、装飾など 形式、構法、
技術など

光、音、質感、
儀式など

性質、役割、
イメージなど160 149 74 123

構築的内容 体験的内容 意味的内容

文脈

更新

no.135 聖学院大学礼拝堂・講堂 /香山壽夫建築研究所
礼拝堂は、…人びとが共に集う空間である。そして、その空
間の中心にあるものは，主の最後の晩餐がなされた食卓であ
る。それを囲む人の輪が何重にも重なって広がるかたちは、
初期のキリスト教以来、教会の伝統である。
no.24 成田山新勝寺大本堂 /吉田五十八
近代の寺院建築には、ふたつの流れがある。ひとつはいわゆ
る新興宗教的の寺院。ひとつは昔ながらの枡組建築の寺院で
ある。…また古代からの寺院はいわゆる枡組建築で、千数百
年前の法隆寺の時代の型から、1歩も出ていないのである。
no.118 南岳山光明寺 /安藤忠雄建築研究所
私は、日本の伝統的木造建築の本質とは、＜組む＞ことにある
と考えている。…その構成が、極限まで研ぎ澄まされ、力強
い構造美が実現されたのが、中世の、重源による東大寺南大門、
浄土寺浄土堂であろう。

教会建築
教会建築の文脈に
位置付くもの

寺院建築

具体例

寺院建築の文脈に
位置付くもの

建築一般
宗教建築以外の建築一般の
文脈に位置付くもの

165

198

68

・大浦天主堂 (2)

・ポブレット , サンタクレウス修道院
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教と異なる宗教、あるいは建築一般の文脈に言及対象が
位置付く【文脈拡大型】の 2 つに分類した。また、前
者については、言及対象が 1 つの【文脈一致・単数型】、
２つ以上の【文脈一致・複数型】に分けて捉えた。その
結果、仏教に比べてキリスト教の作品では、３つ以上の
言及対象をもつ【文脈一致・複数型】の割合が比較的高
くみられた。また【文脈拡大型】のうち、言及対象が建
築一般の文脈にのみ位置付くものや、他宗教の建築の文
脈に位置付く言及対象を取り上げるものが仏教のみみら
れ、寺院建築では特に宗教の枠組を超えた折衷が試みら
れていると考えられる。
４.言及対象の関係形式と作品の時間認識　　
4.1言及対象に対する関係形式　　ここでは作品と言及
対象の関係性を言及対象に対する時間的連続性と価値評
価という観点から検討する。例えば図１のno.118では、

「日本の伝統的木造建築」という言及対象に加え、「原点
に立ち返るような空間を作りたい」と述べており、作品
との時間的連続性が途切れた言及対象に対する肯定的な
評価が読み取れる。そこで言及対象に対する関係形式を、
時間的連続性があり肯定的な評価をする [ 継承 ]、時間
的連続性がなく肯定的な評価をする [ 回帰 ]、時間的な
連続性がなく否定的な評価をする [ 切断 ] の３つで捉え
た ( 図６左 )。
4.2作品にみられる時間認識　　前節で整理した言及対
象に対する関係形式の資料単位での組合せを作品にみら
れる時間認識とし、整理した ( 図 6 右 )。時間的連続性
がある関係形式のみで構成される [ Ⅰ連続型 ]、非連続
的な関係形式をもち肯定的な評価のみで構成される [ Ⅱ
非連続・肯定型 ]、非連続的な関係形式をもち否定的な
評価を含む [ Ⅲ非連続・否定型 ] の３つに分類した ( 以
下Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ )。
5.建築家の創作を通じた歴史観　　
5.1文脈の構造形式と時間認識の通時的変化
資料ごとに文脈の構造形式と作品にみられる時間認識に
ついて通時的変化を検討した ( 図 7)。まず、文脈の構造
形式についてみると、1980 年代にかけて【文脈一致・
単数型】が減少し、その後増加している。これは建築家
が様々な文脈の言及対象を多数おり混ぜながら作品を歴
史に位置付ける姿勢の増加の表れであり、ポストモダニ
ズムの潮流を反映した傾向だと考えられる。また作品に
みられる時間認識については、Ⅲの割合が漸次的に減少
している。これは、戦後直後は、戦時中のナショナリズ

図 2. 言及対象の内容（赤：日本、緑：東洋、青：西洋）

図 4. 言及対象が語られる文脈

図 5. 文脈の構造形式

図 3. 言及対象の着目内容
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no.14 東京カテドラルマリア大聖堂 /丹下健三
長い歴史をもつカトリック教会建築の伝統
を、現代の精神のなかで、現代の技術をもっ
て、どう発長させていくかということ…

no.48 聖コロンバン会本部 /AUR
…ステンドグラスを通して入る光に彩られ
た光に彩られた静寂な祈りの場として、多
少カタコンベ（ローマ時代の地下の洞穴聖
堂）のイメージを踏まえて設計した。
no.24 成田山新勝寺大本堂 /吉田五十八
…成田山新勝寺から大本堂の設計の依頼が
あったので、これを機会に寺院から枡組を
追放しなければと考えて、枡組建築から脱
却した寺院の設計を決意したわけである。

時
間
認
識

文
脈
の
構
造
形
式

Ⅲ

Ⅱ
Ⅰ

拡大

複数

単数

(2.07) (2.09) (2.88) (3.38) (2.3) (2.19)

~60's年代 70's 80's 90's 00's 10's~
27 23 32 32 30 26資料数

ム的な宗教観への反省や近代主義的な思想による過去か
らの切断を志向する傾向から、次第に建築家の多様な歴
史への解釈が増えたことを反映していると考えられる。
5.2建築家の創作を通した歴史観　　図 1 右下のよう
に、言及対象とそれに対する着目内容、文脈、関係形式
を資料単位ごとにまとめ、関係図を作成した。また、宗
教建築における建築家の創作を通じた歴史観について、
３章で捉えた文脈の構造形式と４章で捉えた作品にみら
れる時間認識の関係から、各資料を位置付けた ( 図 8)。
さらに、１つの資料に言及対象が複数取り上げられる場
合は、言及対象同士の関連を把握するため、資料単位ご
とに着目内容の一致した項目を列挙し ( 図 8 凡例参照 )、
関係図においては点線で明示した。
　まず、全体の特徴として、【文脈一致・単数型】では
Ⅰの割合が高く、【文脈一致・複数型】と【文脈拡大型】
では、Ⅱ、Ⅲの割合が高くみられた。このことから、文
脈の構造形式と非連続的な関係形式をもつ時間認識には
相関があるといえる。なかでも【文脈一致・複数型】は、【文
脈拡大型】に比べてⅡの割合が比較的多く、肯定的な関
係形式のみで構成される時間認識がみられる場合は、文
脈を拡大せずに作品の宗教と一致する文脈内で歴史的事
象が参照されやすいと考えられる。
　次に【文脈一致・複数型】と【文脈拡大型】において
Ⅰに属するものは、言及対象の組合せが SU のものが大
半を占めており (15/19)、S に関しては旧、既存建築物
に属するのもが多数みられる (12/15)。例えば no.152
の「新しい客殿は、庫裏のプログラムをそのまま引き離
いだ（中略）お寺とは元来、檀家さんの心のより所とな
る場所（中略）それらに正面から応える」と述べられて
いるように、これらは減失した建築物や周辺の既存建築
物との時間的連続性を踏まえながら、より広く一般的な
宗教建築の歴史や伝統に焦点を当てることで、宗教建築
のあり方を更新しようと試みているといえる。
　さらに、関連する着目内容の分布をみると、【文脈一致・

複数型】かつⅡ、Ⅲに属する資料は、〈実体的内容〉が多い。
これは、作品の宗教と同一の文脈に作品を位置付けなが
らも歴史的事象との連続性をなくした際には、即物的な
内容に着目することで、設計の展開を試みていると考え
られる。また、【文脈拡大型】のⅡ、Ⅲにおいては〈構
築的内容〉が比較的多い。これは、建築家による宗教の
枠を超えた建築的な操作に着目した非宗教的な歴史観を
示すものであると考えられる。
　また、全資料のなかで複数の資料を設計した建築家が
おり、建築家の固有の歴史観として、図 9 において色
で明示した。特に、高口恭行氏、横山公男氏、宮崎浩氏、
吉田五十八氏といった仏教建築を主に扱う建築家の資料
の多くはⅢに分布している一方、教会建築を主として設
計した香山壽夫氏、長島孝一氏については、【文脈一致・
複数型】や【文脈拡大型】含み、Ⅰ、Ⅱに分布する肯定
的な態度のみで構成されるものが多くみられた。これは、
寺院建築が基軸とする日本・東洋建築と、教会建築が基
軸とする西洋建築の間には、宗教的伝統の蓄積の違いか
ら現代日本建築家による歴史への解釈の違いがみられ、
それらが設計論に表れていると考えられる。
６.結　　以上、建築家の創作を通じた歴史観について、
宗教建築の設計論を対象に、言及される歴史に関する事
象とその着目内容、文脈、時間性を比較検討した。その
結果、文脈の構造形式と時間認識の関係性から、文脈の
構造形式の複合性と時間認識の連続性の間には関連があ
ることを見出した。このことは、作品を直線的な建築の
歴史的変遷に位置付ける思考と、様々な文脈の歴史的事
象と複合的に関係性を構築する思考という、西洋建築の
受容とともに日本の伝統建築が相対化されてきた近代以
降の日本建築家に特有な対極的な歴史観を示していると
考えられる。

図６. 言及対象に対する関係形式と作品にみられる時間認識 図 7. 通時的変化　 () は言及対象の数の平均実践は必ず含み、点線は包含の有無を問わない

鈴木博之『伊東忠太を知っていますか』王国社 ,2003.04
国内の建築誌の中で代表的なもののひとつと考えられる『新建築』『建築文化』において、1945 年
以降に掲載された日本で設計された世界宗教に関連する建築作品のうち、設計論に建築の歴史に関
する事象 (2 章で定義 ) が明確に読み取れた全 170 作品 ( 仏教 104 作品、キリスト教 66 作品 ) を資
料として扱う。なお、世界宗教のうちイスラム教に関する施設はみられなかった。
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1 寳光寺 ○　U　A

7 曹洞宗 本然寺 ○　RU　  D

16 前田速念寺 ○　SU  　B
17 乗泉寺 ○　SU  　D
19 月桂寺本堂 ○　U　    A
24 成田山新勝寺大本堂 ○　U　    -
33 清澄寺祖師堂 ○　RU  　D
35 講御堂寺本堂 ○　SU  　A
42 身延山久遠寺宝蔵 ○　U　    -
64 専念寺本堂 ○　SU     A
73 竹林山光教寺 ○　SU　  A
75 江南山清林寺庫裡 ○　SU  　A
87 円通寺 ○　RSU　A
91 栄照寺 ○　RU  　A
105一心寺仁王門 ○　RSU　AD
116 麟鳳山九品寺山門･納骨堂○　RU　  -

160梅郷礼拝堂 ○   U       -
15 訪問童貞会修道院聖堂●   RU    A
30 長崎聖ピオ教会 ●   U      A
37 聖パウロ教会 ●   U      -
52 聖グレゴリオの家 ●　U　   B
57 片瀬カトリック教会信徒会館●　SU    -
58 基督兄弟団西宮教会 ●　SU    C
71 六甲の教会 ●　SU   BC
79 札幌新生教会 ●　U　   B
81 ドンボスコ記念聖堂 ●　RU    -
83 東京キリスト教学園礼拝堂●　RU    -
107 聖マリアンナ医科大学聖堂●　U　   -
119 VαΛ 関東学院大学 ●　RU    D
151 茅ヶ崎シオンキリスト教会●　U　  CD

8 太宗寺本堂 ○　U　    A
2 立山寺阿彌陀堂 ○　U　    B

10 大石寺客殿 ○　SU　  D
23 報恩寺＋東厳寺大正院 ○　RSU　A

28 満願寺 ○　U    　-
44 一心寺日想殿・望無亭 ○　S    　  A
50 結界－曹洞宗永正寺 ○　RSU　BD
56 高幡山金剛寺五重塔 ○　RSU　BD
63 一心寺単信庵 ○　U    　  B
106應典院 ○　SU  　  -

122日蓮宗法華堂教会 江東メモリアル ○　U　    A
124壬生寺 阿弥陀堂 ○　SU  　B
125稱名寺本堂 ○　U　    B
22 横浜泉ルーテル教会 ●　U    　D
59 聖書キリスト教会会堂 ●　SU  　A

92 仙台司教教区センター ●　SU  　B
94 御殿場教会 ●　RSU　AB
112聖イグナチ教会 ●　RSU　AD
120ユーカリが丘教会 ●　U　    A

5 高松山西来院 ◯　U　D

34 喜福寺 ◯　U　C

21 東本願寺静岡別院本堂 ◯　U　AC 12 高野山大学松下講堂 ◯　SU  　-

13 大石寺 “六壷” ◯  SU    B

4 日蓮宗 妙経寺 ◯　RU  　A
31 東淵寺 ◯　U    　-
41 霊友会釈迦殿 ◯　RU  　A
55 角田山妙光寺客殿 ◯　SU  　B
60 南蔵院本堂 ◯　RS  　AD
67 妙香院 ◯　RSU　 AB
89 真言宗本福寺水御堂 ◯　RU  　-
97 浄土宗臨川山嚴浄院書院 ◯　SU  　-
102浄土宗 西光寺 ◯　RU  　-
140大倉山観音会館 ◯　SU  　-
145澄心寺庫裏 ◯　SU  　B
148浄土宗 西光寺 ◯　RS  　A
157神勝寺　松堂 ◯　U    　A
159龍泉寺八聖殿 ◯　RU  　D
162築地本願寺境内整備 ◯　SU  　A
163松栄山仙行寺 ◯　SU  　-
164宝性院観音堂 ◯　RU  　-

166竹林寺本坊・庫裏 ◯　S      -
169聖林寺 観音堂 ◯　RSU   BC
9 立教学院聖パウロ礼拝堂●　U      D
18 東中野教会 ●　U      A

48 聖コロンバン会本部 ●　SU   C

65 日本基督教会栃木教会 ●　U       D

69 池田五月山教会礼拝堂●　RSU  D
88 日本キリスト教団渋谷教会●　RU    A
93 ナザレ修道院 ●　RSU ABD
95 伊万里の聖母修道院聖堂●　RU    A
103当別聖リタ教会堂 ●　SU    -
113サビエル記念聖堂 ●　RSU  A

129天使の聖母トラピスチヌ修道院●　SU    C

134カトリック神戸中央教会●　RU    AD
135聖学院大学礼拝堂 ●　RU    B
154湘南キリスト教会 ●　RU    -
167日本基督教団番町教会●　SU    C

25 ある寺の庫裡 ◯　U   CD
32 北山本門寺大客殿 ◯　U   AC

36 臨南寺本堂 ◯　U    -

61 天龍寺 ◯　U       -

133浄土宗 長谷院 ◯  SU    C

144慈眼山成願寺 ◯　SU     -
150正願寺 ◯　SU     -
152真福寺客殿 ◯　SU     D

153来迎寺 ◯  SU    AB

45 鹿児島城南教会 ●　SU  　-
62 聖アンデレホール ●　SU  　-

104聖アンデレ教会礼拝堂●　SU    B
111聖徒教会 ●　SU    BC
114八ヶ岳三位一体修道院●   SU    -

78 西園寺無量寿堂 ◯　SU　  -
80 成田山仏教図書館・研究所 ◯　RSU　AB
90 高野山大学松下講堂 ◯　RSU　ABD
100宝泰寺檀信徒会館 ◯　U    　C
108  本宮山常妙寺 ◯　SU　  -

118南岳山光明寺 ◯　SU　  BD

118南岳山光明寺 ◯   SU   BD

121霊宝館・伝法学院 ◯　SU　  -
126称名寺庫裡 ◯　U    　B
127梅窓院 ◯　U　    D
131 安養寺阿弥陀如来坐像収蔵施設◯　S    　-
132浄土宗麟鳳山九品寺本堂 ◯　RU  　-
161妙全院 客殿 ◯　S　    -
20 新発田カトリック教会 ●　U    　-

43 YMCA野辺山高原センター●　RU   D

51 在日大韓基督教会東京教会 ●　U    　B
72 援助マリア会福山修道院 ●　SU  　B
82 高輪教会 ●　SU  　AB
84 東京 YWCA会館 ●　SU　-

27 自安寺 ◯　U    　D

68 大本山池上本門寺 ◯　SU  　A
77 大谷大学講堂 ◯　SU  　A
123平等院宝物館 鳳翔館 ◯　SU  　A
146功徳林寺 ◯　U    　-
39 大浦教会 ●　S    　A
53 聖アンセルモ祈りの家 ●　SU  　-
70 元浦河教会 ●　SU  　-
130金沢教会 ●　U       B

38 妙智會新本殿 ◯　U　B
40 善光寺別院願王寺 ◯　S　AC
46 立正寺 ◯　U　B
49 醍醐寺霊宝館宝聚院収蔵庫 ◯　S　A
76 百万遍知恩寺宝物館 ◯　S　 A
85 専念寺 ◯　U　AC
109清涼山霊源皇寺庫裏 ◯　S　D

115寿光院 釈迦堂 庫裏 書院 ◯　U　BD

117西園寺本堂 ◯　S　A

138清流寺深沢分院 ◯　U　BCD

139西光寺本堂 ◯　S　D
143永元寺 蕪坐離庵 ◯　U　B
147東大寺総合文化センター ◯　S　D
149佛光山 喜音寺 ◯　U　D
155光輪山 明善寺 ◯　U　D
168本覚寺の森 霊園・観音堂 ◯　S　C
170本照寺納骨堂 ◯　S　C
14 東京カテドラル ●　U　B

no.14 東京カテドラル聖マリア大聖堂
丹下健三＋都市建築研究所

no.3 大石寺宝蔵
合作社　横山公男

no.129 天使の聖母トラピスチヌ修道院 旅人の聖堂
香山壽夫建築研究所

no.24 成田山新勝寺大本堂
吉田五十八

no.43 東京YMCA野辺山高原センター
内井昭蔵建築設計事務所

no.72 援助マリア会福山修道院
長島孝一＋AUR

no.44 一心寺信徒会館日想殿・庫裏望無亭
高口恭行＋近畿建築構造研究所

54 日本バブテスト教会連合●　U　D
96 聖高原サレジオの家 ●　U　BD
98 垂水教会 ●　U　D

101東京キリストの教会 ●　U　BC

136信濃町教会 ●　S　D
141仙台基督教会 ●　U　C
142駿府教会 ●　U　C
156聖パウロ礼拝堂改修 ●　S　BD
158広島牛田教会 ●　U　B
165丘の礼拝堂 ●　S　A

66 五井教会 ●　S　A

128町田教会 ●　U      -

137鉄の教会 ●　U　C

3 大石寺宝蔵 ○　U　AD
6 大石寺・大化城 ○　U　A
11 小栗栖西方寺 ○　U　A

47 雲洞庵佛舎利塔 ○　U　AD
26 中宮寺 ○　U　B

86 小栗栖西方寺 ○　U　A

29 横浜カトリックセンター●　U　A
74 函館千歳教会 ●　U　AD
99 サレジアン・アスピランテート●　U　B

110信行寺西本堂 ◯　U　B

香山壽夫：8作品
高口恭行：7作品
長島孝一：7作品

横山公男　：5作品
内井昭蔵　：６作品

宮崎浩　　：4作品
吉田五十八：3作品

R: 宗教
S: 特定の建築
U: 不特定の建築

A: 実体的内容
B: 構築的内容
C: 体験的内容
D: 意味的内容

○: 仏教
●: キリスト教

長い歴史をもつカトリック教会建築の伝統を、
現代の精神のなかで、現代の技術をもって、
どう発長させていくかということ…同時に人
間的なスケールをもって周囲の家並みに溶け
こんでいた…市民はまず道路から広場へ導か
れ、そうして教会へと、…その時代の最高の
構造技術を駆使して、こうした小宇宙を実現
させる…

この台も、そしてまたゴシックの祭壇と入口
内壁に付された…ロマネスクの過剰な装飾の
中に溺れていたベネディクト会から離れて、
厳格な観想生活の中からシトー様式と呼ばれ
る独自の建築を生み出したのである。その精
神は変わらずここに受け継がれている。…ノ
ルマンディーのシトー修道院での生活が、こ
の今につながっていることに、…

寺院はいわゆる枡組建築で、千数百年前の法
隆寺の時代の型から、1歩も出ていないのであ
る。…これを機会に寺院から枡組を追放しな
ければと考えて、…しかし寺院というものは、
信仰の対称である建物である以上、信徒の頭
の中にある、いわゆる昔ながらの寺院の影像
を破壊しないよう、その範囲内においてでき
うる限りの改変をしたつもりである。…

中世の寺院においては空間はそれぞれ特有の
意味をもっていた。…私がまず第 1 に考えた
のはこの空間の意味性の獲得であった。…ゴ
シックのように天に向かってどこまでも高い
空間がほしかった。…ここの Y 字型の壁柱は
YMCA の Y を象徴させ、…YMCA のシンボ
ルである逆三角形も、この建築の共通のシン
ボルとして各所に展開している。

カトリックの聖堂は…ソリッドな素材で切り
取り囲んだ上で、光の採り入れ方を工夫して
その空間を演出してきている…小壁から下は
…木を用い…日本的な空間をつくっている。
…平等院の仏像のお顔が、池の向う側から見
ると格子にうがたれた州浜型の穴から見える
ことにヒントを得た…聖堂の空間の上半分は
RCによる西欧的空間の要素が支配し…

一心寺に伝わるさまさまな由緒一寺伝のうち、
…関係者全員のイメージの原点となった…そ
れ以前の仮設庫裡を改体して、この材木をすっ
かり使ってつくられたものであるが、…伝・
小堀遠州作になる八窓の茶席を復元して抱き
込んでみた…そうした体験を保存するという
発想は…自分でそのことに直面してみて、何
か自信のなさを感じる…

この主張がこの建物の使用者であり、同時に
建築主であるところの信徒大衆の宗教的感情
を無視した一方的な主張であつてはならない
でしょう。様式主義が否定されるべきもので
あることは、われわれ建築を創る側にあって
は今更いうまでもない自明のことではありま
すが、…建築的には従来の仏教寺院の形態そ
のままのものに密接に結び付いている…
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文脈一致・単数型
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Ⅰ 
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続
・
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型
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図 8. 建築家の創作を通した歴史観


